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１．はじめに 

 展張格子鋼板筋（以下，格子筋）は，鋼板にレーザ

によってスリットを入れ，ジャッキで展張することに

より格子状に加工したものである．著者らは，格子筋

とポリマーセメントモルタル（以下，PCM）を用いた

増厚補強工法（以下，本工法）の適用性について，RC

はりの耐荷力の向上や，道路橋 RC 床版の疲労耐久性

の向上に有効であることを明らかにした 1)2)． 

 本工法をボックスカルバートの補強に適用した場合

には，鉄筋を用いた場合に比べ増厚断面を薄くできる

ため，内空間減少の影響を低減できるほか，狭小な内

部空間での配筋作業の省力化や施工性の向上にメリッ

トがあると考えられる．本研究では，本工法を RC ボ

ックスカルバートの補強に適用した場合の効果につい

て実大供試体を用いた静的載荷実験によって検証した． 

２．実験方法 

 図-1に格子筋の形状を，写真-1に曲げ加工した格子

筋の状態を示す．供試体は，無補強（供試体 A）と補

強（供試体 B）の 2 種類とした．図-2(a)～(d)に供試

体 B の形状，配筋および載荷位置を示す．格子筋を頂

版と側壁の内面に配置し，PCM にて吹付け充填して増

厚補強した．図-3(a)および(b)に補強部の断面を示す．

供試体 A は版厚 170mm である．供試体 B は，予め内

面を 10mm 薄くして製作したものに格子筋を設置し，

厚さ 40mm で PCM を吹付けたもので，版厚は 200mm

である．表-1 および表-2 に材料の特性を示す．PCM

の実験時の圧縮強度は 34.8N/mm2である． 

 載荷は，Ｔ荷重を想定して頂版中央部を鉛直下方に

加圧した．各供試体ごとに，まず，2 軸後輪を想定し

た 2 点載荷を行い，その後，1 点集中載荷を行った． 

写真-1 曲げ加工した格子筋 
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表-2 格子筋の材料特性 
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表-1 ボックスカルバートの材料特性 

図-1 格子筋の形状 
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図-3 補強部断面 

(a)補強一般部 格子筋 

図-2 供試体の形状（供試体 B） 

(b)格子筋平面図(a)平面図

(c)A-A 断面図 (d)B-B 断面図 
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３．実験結果 

 図-4(a)，(b)は，2 点載荷と 1 点載荷の場合の荷重 P と頂

版の載荷中心点のたわみの関係である．(b)についてみると，

供試体 A では，主筋が P＝301kN で降伏した後にたわみが大

きく増加し，最大荷重 Pm＝464kN，たわみ 15.7mm で載荷を

終了した．供試体 B では，P＝361kN で格子筋が降伏し，続い

て P＝502kN で主筋が降伏した後に，たわみが大きく増加し，

Pm＝762kN で載荷点周辺に押抜きせん断破壊が生じて載荷を

終了した．補強によって最大荷重Pmは1.64倍に増大している． 

 図-5は，供試体 B のボックスカルバート断面の主筋および

格子筋のひずみ分布である．頂版下面中央部に主筋と格子筋

のひずみのピークが現れている．また，側壁上部のハンチ基

部に外側主筋のひずみのピークがある． 

 図-6および図-7は，それぞれ，頂版および側壁ハンチ基部

のひずみピーク断面について，主筋と格子筋のひずみ分布の

実験値と計算値を示す．計算値は，2 次元骨組みモデルによっ

て曲げモーメントと軸力を求め，既存部材と補強材が一体と

なった RC 合成構造として算出した．頂版では内面の引張鉄

筋の増量効果，また，側壁では内面増厚による外側鉄筋の有

効高さ増大効果によって補強供試体の主筋ひずみは無補強供

試体に比べて低減し，計算値はその傾向を近似している．図

-8は，最大荷重 Pmとコンクリート標準示方書 3)による設計押

抜きせん断耐力の計算値を示したものである．計算値は，補

強後の押抜きせん断耐力の増加傾向を安全側に表している． 

４．まとめ 

 本研究によって次のような知見が得られた．(1)本工法による補強供試体の耐荷力は無補強の 1.64 倍に増加した．

(2)補強した部材の主筋や格子筋のひずみ・応力は，既存部材と補強材を一体とした RC 合成構造の理論式で近似

された．(3)補強後の頂版の押抜せん断耐力は，コンクリート標準示方書の計算式によって安全側に算定された． 
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図-7 側壁断面の主筋および格子筋のひずみ 
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図-6 頂版中央断面の主筋および格子筋のひずみ 
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図-4 荷重 Pと頂版載荷中心点たわみの関係 

(b)1 点載荷 (a)2 点載荷 

図-8 最大荷重 Pmと押抜きせん断耐力の計算値 

図-5 ボックスカルバート断面の主筋および 

   格子筋のひずみ分布（供試体 B） 
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